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1　 は じ め に

　近年、農村の よ うな ：次 的 自然生態 系 にお け る

生物 多様性 の 維持機 構 が 高 く評 価 され つ つ あ り

（守 1【1，1991s） ；矢原，19971D）、それ を意図 した

農村 計 画 の 策定が 急 務 と な っ て い る （角 野 ，

19985り。調査対象地である千葉県北酋部の 印旛沼

か ら手賀沼に か け て の ド総 台地 は、谷津 田 と段 丘

崖 k の 斜面林か らなる谷津環境が卓越 し て お り、

段丘 面は 、畑地、集落な どに利用 され て い る v 谷

津 旧 とは 、 台地や 「〒二陵地 が開析 され 、狭 い 谷底低

地が発 達 した とこ ろに 造 られた水田 の こ と で 、地

方に よ っ て は 谷戸田、谷地 田 とも呼ばれ る 。 谷津

環 境は，湿性地 と乾性地の 異なる環境を合わせ 持

ち，そ の 両方 の 生息環境 を必 要 とす る生 物 の 生 息

を保 証す るた め，特有な生物相を育ん で きた （角

野 ，
1998s）），こ の 地域 の 谷津環境に は 、生態 系の

ヒ位種で あ る猛禽類 の サ シ バ が繁殖す る こ とが知

られ て い る （池野 ，
1993v ；美濃和 ，

1993ii） ；及川
・

福田，19959｝〉。サシ バ βutastur 　indicus’は 、 水

田 な ど の 開 けた環 境に隣接 した 林 の ア カ マ ツや ス

ギな どの 大径木に営巣 し、やや 明る い 林や林縁 の

見晴 らし の よ い 梢や枝先に 止 ま っ て 水 田な どの 開

けた環境で採食する 中型 の 猛禽類 で 、本州で は夏

鳥 と して 3 月 ド旬か ら 4 月上旬に 渡来す る こ とが

知 られ て い る （森岡 ら，1995η ）。

　 こ れ まで の 谷津環境にお けるサシ バ の 行動 と環

境利用の 研究 か ら、サ シ バ は谷津田が 卓越す る地

域で は谷津環境を生 息地 と して利用 してお り、開

析台地 を刻ん で で きた谷底低地 の 幅が 2G〜80m

程度 の 幅 の 狭 い 谷津 田 を選 好 し
、 谷津 田 で は 水田

耕作が 行なわれ 、斜面林に よ っ て 谷津 田 の 大 部分

が覆われて い る谷津環境 をサ シ バ は選 好 し て い る

こ とが示 唆 され て い る （東 ら，1998t））。 し か し、

谷津環境 に お ける ．1：地環境 条件 とサ シ バ の 生息 と

の 関係に つ い ては 具体的 に明らか に されて い ない 。

谷 津環境 の ア ン ブ レ ラ種で あ る サ シ バ の 生 息地 の

土地環境条件を明 らか にす る こ とは 、 地域の 身近

な 自然 と生物多様性 の 高 い 農村空間の 保全 に つ い

て、具体的な示唆 を与 える もの で あ る n

　そ こ で 本研 究 で は 、手賀沼流域 の 22 の 谷 津環境

を対象 にサ シ バ の 生息の 有無を確認 し両者の 士地

環境 の 違い を抽出 す る こ と か らサ シ バ の 生息地の

｝二地 環境条件を明 らか にす る こ とを目的 と し た e
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H　調査対象地

　調査 対象地は 、 f’葉県 北西部 の 手賀沼南岸 の ト

総台地 を開析 して 発 達 し た谷底低地に 造 られた谷

津田 と台地 と低地 の 段 丘崖 面の 傾斜地に 帯状に 残

存す る斜面林か らなる谷津環境が 卓越す る地域で

あ り、北緯 35
°

5ゼ 東経 140
°

0
’

か ら北緯 35
”

48’

東経 14ぴ 6’

に位置 して い る。こ の 地域 の 斜

面林は 、薪炭林や 農用 林と して利用 され て きた コ

ナ ラ の ＿次林 と ス ギ植林が大部分を覆 く） て い る、，

台地 面 は 関 東 ロ ーム 層 で おお わ れ 、 畑地 と し て利

用 され て い る場合が多い。 し か し近年、台地、低

地 と も宅地造成 が 進 み 、台地 面で は T ．me用 地の 進

出が 「位 っ て い る、、さらに、谷津田では放棄加 ｝i

が広が りつ つ あ る。

皿 　調査方法

L 　 調査 地点 とサシ バ の 生息分布調査

　 サ シ バ の 繁殖期間中で あ る 1998 年 5 ∫Il ［」か

ら 6 月 7 日 に か け て 、手賀沼流域の 谷 津田 と斜面

林を車お よび徒歩に よ りセ ン サ ス し、サ シ バ の 生

息分布状況 を目視に よ り確認 し た。千葉県北部地

域 の 谷津環 境では 、サ シ バ は 1本の 谷津 田を行動

圏の 基準 とし て い る こ と か ら （東 ら ，
1ggsi）

）、1

本 の 谷津田 を単位 と した谷津環境を ユつ の 調査地

点 と し
、 そ こ で の サ シ バ の 生 息 の 有無を判断 した 。

調査 地点 の 谷津環境は すべ て 手賀沼 の 南岸に位置

し、段丘 面 の 土地利用 は畑地 や集落が優 占し て い

る。予賀沼に 沿 っ て 谷津環境が連続 し て配置 し て

い る 22 カ所 を採用 し、西 か ら東に か け て A〜V ま

で の 記号を与えた。調査地点の 設 定には 、1＞谷 津

田 と して の構 造を有 し、2）谷底低地の 平均幅が

150rn以内 の 谷津田で 、3）河川 の 支流 （す べ て 1

次 または 2 次の 谷 ）に造 られ た谷津田 で あ る こ と、

を考慮 した。ま た、谷津田はす べ て 圃場整備 が施

され た 乾田を対象 と した。こ れ は、谷津田にお い

て 、乾田と圃場整備が施 されて い ない 湿 田 で は、

サ シ バ の 主要な餌資源 とな っ て い る カ エ ル 類 の 生

息 個体密 度に 差 が み たれ た （東 ・武内 ，且9992り

こ とや 、例えばハ イイ ロ チ ュ ウ ヒ や ア カ オ ノ ス リ
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図
一1 谷 津環境 にお ける土 地環境 の 模式 図

等 の 猛禽類 では 、 餌 と植生 の 生物 量 が生 息地選 択

に 影響 し て い る （Preston，19901°♪〉 こ とか ら 、調

査地 点 にお い て サ シ バ の 餌資源 σ）密度に 差が 出な

い よ う考慮 し たた め で あ るt、サシ バ の 生息確認 は 、

サ シ バ が 谷 津 田 お よび斜面林で 採食して い るか、

もし く は 1ヒまっ て い る もの だけ に限定 し た、谷 津

田 L空 を通 過 も し くは 旋圄 し て い る も の は 、そ こ

で の 生息が 十 分に確 認で き な か っ たた め 分析 か ら

除外 した。

2． サシ バ の 生 息地 の 土地環境調査

　 サシ バ の 生息分布調査 を行 なっ た 22 カ所 の 谷

津環境に お い て 、サ ン バ の 行動 と生息環境 との 関

連性 に関す る こ れ まで の 知見か ら、サ シ バ の 生息、

と関連性 の あ る と考え ら れ る 生 息地 の と地環境 に

つ い て、以 ｝
『
の もの を 1／25 ，

000 の 地 形図 、1／2，500

の 国土基本図、空 中写 真お よ び 現地踏査 に よ り確

認 し計測 した 。 面積お よび 長 さの 計 測 には製図用

ソ フ トMirli　 Cad 　 6 （Diehi　 Graphsoft 社二
・ユ

ーア

ン ドエ
…

株式会社製） を用い た。

1） 谷津 田 の 面 積

2）谷津 田 の 周囲長

3） 谷津 田 に接す る斜 晦林 の 面積

4）谷津 田に接する斜 面林 の 周 囲長

5） 谷津田 の 稲作面 積

6）谷津 田の 非稲作 面積 （放棄 ・
畑

・盛圭 ・造成）

　サ シ バ の 生 怠 の 有無 と こ れ ら 6 項 目お よび それ
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か ら得 られた土地環境に つ い て関連性 を分析 した，、

谷津環境 におけ る上地環境 の摸 式図を図
一1 に 示

した。統計分析には Stat 　View 　4．5 （Concepts 社

製）お よび SPSS　 7，5J （SPSS 社製） を用い た。

w 　結果

1、サシ バ の 生息分布

　サシ バ の ・生息分布調査 を行な っ た 22 カ所 の 調

査地 点の うち、サ シ バ の 生息が確認 され た地 点は

9 カ 所 、確認 され なか っ た地点は 13 カ 所 で あ っ た 。

係

2．サ シ バ の 生 息分布と生 息地 の 土 地環境の 関

土地環境調 査 の 6 項 霞とそ 11か ら得 られ た 七地

環境 の 計測結果を表 1a 、　 b に示 し た。サシ バ の

生息の 有無 と各 i：地環境 との 関係 をみ る ために 、

閃分位点を基準 と し た 箱ひ げ図 に よ り、各土地環

境 の 代表値お よび ば らつ きを示 し た （図 2− a 、b、

r、　 d 、e、　「），、非稲作面 積を除 い て は、サ シ バ

の 生息が確認 され た地点 （以 ト、生息確認地点）

の 各 t地 環境 の 代表観は 、サ シ バ の 生息 が確認 さ

れ なか っ た地 点 （以 卜、 非生 息確認地点 ） に比 べ

高 い 傾 向がみ られ、谷津 田の 面積 （Mann−Whitl、ey ‘’
「

＿test　l‘−26、　p＜0．05）、谷〜ド卸臼a）周1井1長　（‘
昌 24．5、

pく0，05）、谷 津 田 に接す る斜 面 林 の 面 積 （旌 6 、

p＜O．　OO）、斜面林に 接す る谷 津田 の 周 囲長 （（．L24 ．5、

pく0．05）、稲作面積 （tlt21．5、　 p＜0．　G5）、谷津出 の

面積 に対す る非稲作面積 （LL−25、
　 p＜O．　Of・） で は 、

生 息確認地 点 と非生 、息確認地 点の 上地環境 の 間で

為
』
意差が み られ た。つ ま り、谷津環境に お ける各

表1 −a サシ バ の 生息が確認された地点の 谷津環境の 土地環境データ

谷
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表 1−a の 9地 点で 土地 環 1竟デー・タ が最 も低か っ た 垣 （閾値 ） と．爽 1−bMISXf 点 で 閾 ｛直に達 して い な い 値 ；、厂網 掛 U を 施 しtこ．
た た L 、非 稲 作 面 積 と谷 津 田面 憤 に対 す る非 稲 作 面積 は、上 地 環 境 デ

・一
タが 最 も高 かった 匝で あ る、
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　 　 0

　 生息確 認地点　非 生 息確認地 点

図2−a サ シバ の 生息確認の 有無 と谷
津 田 の 面積 の 関係
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図2−b サ シバ の 生 息確認の 有 無 と斜
面 林の 面 積の 関 係
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表2−a 　サ シ バ の 生 息の 有無 を判別す る 説明 変量 に

つ い て の 正 準判 嬲 分 析 結 果 （
．1：J也環境 の 絶 紺量｝

説明変量 関数

1　 斜面 林面横　　　　　　　　　 km　tt

2　　稲作 面積　　　　　　　　　　　　　　　　km
∠

3　非 稲作面積 　　　　　　　　km

4　 斜 面林 に接 した 谷津田 周囲長 　　km

一〇．96K

），31

−0．30
−o．19

987654321　

谷

津
田

の

周

囲
長
 

　　生 息確認 地 点　 非生 息確 認 地 点

　2−c サ シバ の 生息確認の 有無 と

罷　 作面積 の 関係

　　　　　　　　　　 P ＜ 0，〔冷

oQ

雫 Eヨ
　 生息確 認地点　 非生息 確認地 熹

黙脇謡鶲髞
1忍の 有靴

関 数は 標準化 された正準判別関数係 数 を示す

判 別的 中率i86，4％

表2b 　サ シバ の 生息の 窟無 を 判別す る説明変 塰に

　　　　　 つ い て の IE準判別分析結果

　 　 （谷津 田の 面積 ・囲囲長に 対する補 IIヨ直）

説明変量 関数

1　 谷津田 の 涌 積に 対 す る斜面林 の 面積

2　 谷 津 田の 周囲長 に 対す る斜面林 に接

　 　した 谷津 田 周 囲 長

3　 谷津 田 の 面 積 に対 す る耕作面 積

1．13

一（｝．67

0．32

陶数 は標準化 され た正準判 別闃数係数 を示す

判別的中率二86．4％
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土地環境構成要素の 面積お よび長 さと い う量的尺

度に差があ り、生息確認地 点 は非生 息確認地点 に

比 べ 、谷 津田 の 面積 、 谷津 田に接す る斜面林 の 面

積 、 稲作面積が 大 きく、谷津田 の 周囲長、斜面林

に接する谷津 田 の 周囲長が長 い こ とが明 らか とな

っ た。

　 つ ぎにサ シ バ の 生息の 有無が 、どの 上地 環境 と

関連 して い る の か に っ い て 、各土地環境 を説明

変量 と して 正 準判別分析に よ りサ シ バ の 生 息 の 有

無を判別 し た。説明変量 として 、稲作面積、非稲

作面積 、斜面林 の 面積、斜面林に 接す る 谷 津田 の

周囲長 とした。Wilks の ラ ム ダ＝o．49、　p〈o．05 と

な り、2 つ の グル
ー

プ間に 差が ない とい う仮説 を

棄却 した （判別 的巾率＝86，4％）。 標準化 された 正

準 判別 関数係数の 絶対値が大 きい 説 明変量 の 順に、

斜面林 の 面積、稲作面積、非稲作面積、斜面林に

接する谷津 田 の 周囲長 とな り、それ ぞれ の 順に 判

別 に貢献 した 俵 2− a ）。また、斜 面林の 面積、稲

作面積、斜面林 に接す る谷 津 田の 周 囲長をそれぞ

れ 谷津 田 の 面積 と谷津 田 の 周囲長 に対す る値に補

正 し、1司じく正 準判別 分析 に よ りサシ バ の 生息の

有無を判別 した
。

Wilks の ラ ム ダ ＝＝O．47、　 pく 0，01

とな り、同 じく 2 つ の グル ープ間に 差がな い と い

う仮説 を棄却 した （判別的 中率 ＝86．・4％）。 谷津田

の 面積に対す る斜面林の 面積、谷津 田 の 周囲長に

対する斜 面林に接 した谷 津田 の 周 囲長、谷津田 の

面積 に対する稲作面積の 順に判別 に貢献 した （表

2−b）。

V 　考察お よび結論

　生息確認地点 と非生息確認 地点で は 、谷津環境

に お ける各 士地環境構成要素の 面積や長 さに明瞭

な差がみ られた。こ の こ とか ら、 1 ）サ シ バ は牛

息に利用する谷津環境 をある基準で選 択 してお り 、

2 ）谷津環境にお ける各土地環境構成要素の 面積

や 長さとい っ た 量的尺 度をそ の 基準 と して い る こ

と、が示 唆 され た。 さらに 、サ シ バ の 生息の 有無

が
、 谷津環境にお ける各 1：地環境構成要素 の 面積

や 長さの 絶対量 とい う量的尺度 の ほか に、全体に

お け るそ の 割合 に よ っ て も左 右 され る 可能性 が 考

え られ るため、各七地環境デー
タ を谷津田 の 面積、

ま たは谷津田 の 周囲長 あた りの 割合に補正 して 、

両グル
ープ を比 較 した 。 そ の 際、生 息確認地 点 の

七地環境計測値 で最 も低 い 値 を閾値 と して 、 非生

息確認 地 点で閾値に達 した地 点だ けを対象 と し た

（ただ し 、 非稲作面積 は非生 息決定要因 と考え ら

れ るため 、最 も高か っ た値を閾値 と した）。 各土地

環境構成要素の 面積や長 さとい っ た 量的基準が閾

値 を超 えて い る非生息地点 の うち Q、V、　 T、　 K、　 U

は、そ れぞれ谷津田 の 面積に 対する斜面林 の 面積 、

谷津田 の 周囲長 に対す る斜面林 に接 した谷津田 の

周 囲長 、 谷津田 の 面積に対する稲作 面積 、谷津 出

の 面積に対す る非稲作面積で 閾値を下回 っ た 。 こ

の こ とか ら 、 各土 地環境構成要素 の 面積や長 さが

十分確保 されて い る場合 で も、谷津環境 の 各土 地

環境構成要素間 の 均衡が とれ て い な い 地点は、サ

シ バ の 生息地 と して選択 され な い こ とを示唆 して

い る。

　各土 地環境構 成要 素 の 絶対量 で あ る面積や長 さ

で サ シ バ の 生息 の 有無を判別 した場合、稲作面積、

非稲作面積 、斜面林の 面積、斜面林 に接する谷津

田 の 周囲長 の 順 に判別 に貢献 した。また、谷津環

境 にお ける各土地環境構成要素間 の 均衡で サ シ バ

の 生息 の 有無を判別 した場 合、谷津 田 の 面積に対

す る斜面林の 面積、谷津 田 の 周 囲長に対する斜面

林 に接 した谷 津 田 の 周 囲長、谷津田 の 面積 に 対す

る稲作面積 の 順に判別 に貢献 した 。
こ の こ とか ら、

稲作 して い る谷津田 の 面積 が確保 され、そ の とで

谷 津 田 の 周 囲が斜面林 に 1一分覆われ て い る こ とが

サシ バ の 生 息に は必要で ある と考えられ る。

　 こ れ は 、例え ばア カ オ ケ ア シ ノ ス リの よ うに 開

けた環境 を生息地 として い る猛禽類の 中で も、生

息地 選 択に 樹林 の 存在 （C。 dy，1985勘 が 必要 で

ある こ と と同 じ理 由で あ る と考え られ る 。
っ ま り、

こ れ ら び）こ とは谷津環境で 生 息す るサ シ バ の 採食

生態 と深 く関係 して い る と思われ る。サ シ バ は谷

津 田面と斜 面林 の 林縁部 ・林冠部 の 葉上 を採食地

点 と して 、また斜面林の 林縁部の 立木 を止 ま り木 、

す なわ ちパ ー
チ ン グ ・サ イ ト （ポイ ン ト） と して

利用する こ とがわか っ て い る （東 ら，19981））。 谷

津田 の 面積 が広 く、非耕作率が 高 くな い こ とは谷

津 田面 と い う採食地 点 の 確保 と い う面か ら重要で

あ る。また 、谷津 田が斜面林で 覆われて お り、斜
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面 林の 面積 も広 い こ とは斜面林 とい う採食地 点と

パ ーチ ン グ ・サ イ トの 確保 とい う面か ら重要で あ

る。これ は、サシ バ の 生息条件 と して 、水田耕作

が 行な われ 、谷津 田に沿 っ て斜面林が連続 した状

態で 長 く存在す る こ とが 重要 であ る と い う、こ れ

まで の 考察と も合致す るもの で あ る。

　以 ヒの こ とか ら、サ シ バ は 、繁殖 地 の 生息環境

と して 、谷 津環境 にお ける各十二地環境構成要素の

広 さや長 さを基準に生息地選択 を して い る こ とが

示唆され た。それ とあわせ 、こ れ まで農業生 産 と

い う観点か らは 評価 の 低か っ た谷津 田 で の 水円耕

作の 存続や 、土地利用上 そ の 意義が十分認 め られ

て こ なか っ た段丘崖 の 斜 面林 の 保全 が 、 サ シ バ の

生 息に とっ て 意義 の ある こ とが示唆 され た。

　谷津環 境に お け る サ シ バ の 保全 に は 、1）水 田耕

作 を維持 して い く こ と、2）斜面林をで き るだけ残

存 させ る こ と 、
と くに 谷 津田 に 接 し た部分 の 保全

は重要で あ る こ と、が示 され た 。
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